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Abstract

Followingtherecentincreasingactivityofthecementindustry,neWinstallations

ofcement kilns are being planned and builtin growlng number and scale,Which

necessarily expedites the development of electric precipitation equipment･Inthese

days,higher requirements onits performanCe makeit necessary toimprove the

electrode platesin some way or other･In an efEort to comply withthisdemand,

Hitachi,Ltd.has superseded mortar electrode plates,Which have hitherto beenin

use,byal1,metalnet dust collecting plates which are originally developed forthe

precipitator for hightemperaturegasindustry･Hitachi,sprecipitatorwith
thisnew

electrodeplateshavesucceededinactualservicetogiveexcellentperformancerather

beyondthe designer,s expectation thus contributing much to theindustrywit･bits

completecapacエtyindoublepurposeofthepreventionofinjuryfromsmoke andthe

recovery of material.One record shows that anewprecipitatorco11ected33tonof

cementdustadayshowing97%ofdustcollectingrateinhandling16%1argervolume

Of gasthan specified.

〔Ⅰ〕緒 ■吉

コットレルに閲しては日立製作所は30

究に

年前より研

作に不断の努力を続けており､セメント用コット

レルもすでに数十基納入し､セメント工業界に確固たる

足跡を印して菜た｡同時をこその性能改善に関しても相継

いで各種の発明考案を実施して来たが､威争中及び華後

ほセメント周コットレルは殆ど製作されない状態であつ

た｡最近に至りセメント工業界の活況によるセメントキ

ルソの増設と共にコットレルも 々計画されているが､

その性能は従来よりも一段高級なものが要求されるよう

になった｡

従って従前の如き根塵電毎板せモルタル板で構成した

設計では永晩]勺な高饉率発射こ難点があるので､今回高

温ガス用コットレルの如き金網製版塵電極板をセメント

コットレルに始めて採用して見た結児､予想通りの高能

率を発揮することが出来たので､その大要を紹介する｡

***
日立製作所日立工場

〔ⅠⅠ〕計 画 の 概 要

本装置は磐城セメント株式会社四倉工場に設置された

もので､同工場には既に大正14年納入の日立製コット

レル第1

り再び日

号

立

が運転中であるが､昭和26年の増設に当

コリトレルが採用され､昭和27年4月完

成約入したものである｡

日立製コットレルほセメント焼成キルン(牒Otary

Kilnこ)から余熱ボイラーを通過したガスの中に含まれる

セメントダ､ストを根室して原料として回収すると共に煙

害を鈍止することを目的とするもので､その仕様ほ次の

通りである｡

ガ ス

塑

†1.

羞巨_･･･

∴‥

180,000m3/hrし200■つC)

‥.CO-HN23

〔コンクリート屋外型水干ガス流金

電極2室3段〕

.95%以上

第1図ほ本装置の全体配置図､第2図は断面図､弟3



808 昭和28年5月 日 立 評 論 第35巻 第5号

-1･--･--

.l一軍､短≧′′ l卜せノ牢㌢頂 こ､■悶---‡■-｢
l

】

セメント授戒キルン 今斡ボイラー コットレル

第1図 コ ッ ト レ ル 配 置 図

Fig.1.GeneralArrangement of Eleetric Precipitator
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コ ッ ト レ ル 断 面 図

SectionalView of Eleetric Precipitator

図は説朋区であり､コットレルは図に云す如く余熱ポイ

ラ←の後方の煙遷と排気筒との中間に設置し､ 道を2

列に分肢して2圭の鉄筋コンクリ←ト製収堕室を作り､

この2≡室にそれぞれガ宣が平均に流入するよう､ガス流

調節撃とガス分布板を取付けてあり､捕集したダストは

コンクリート製ホッパー内に収容し､下部のホッパトバ

ルブを開いてスクリューコンベヤーで取出すようになつ

ているこ第4図ほ牧塵室の隣りに設置した電気室で2拉

の整流装遣が収納されている｡第5図はコットレル上部

の槌打穫讐を示す｡

倍本コリトレルの計画ガス量180,OnOm3ルrほキルン

2基分の計画であるが､既設コットレルが杓30年間の

使用で老朽し､牧塾率が低下していたので､これを補足

するためその分のガスも一部吸引したので､ガス量は計

画iこ対し閏16%の過負荷となったのであるが､収量率

は平均97%の高い値を維持することができたこ第`図

ほ荷電中のコットレルを嘉すもので､排煙は見分け難い

程度であり､第7図の無荷

果の荘重若なことが判る.⊃

の場合と比較すればその効
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第3図

Fig.3.
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第4図

Fig.4.

コ ッ ト レ /レ 電 気 室

RectiBer of Electric Precipitator

第6回 コ
リト レ ル 荷電 中 の 状態

Fig.6.Vkw of Runnhg Time of Cement E･P･

〔ⅠⅠⅠ〕能 率 試 験

(1ノ ホッパーダストの分析

捕集されたダストの分析結果は第1表に示す通りで大

体半焼†許料であるが､特に S〔)3成分の多いことは注目

される｡.

第1責 ダ ス ト 分 析 表

Trlblel.Analysis of the Coilected Dust

よs:s叫籠;筏L Cao Mgo SO3 Total

第5図

Fig.5.

コ ッ ト レ ル 室 上 部

Header Part of.E.P.Room

第7図 コ ソト レル荷電停止中の状
台巨

Fig.7.Vi∈l＼▼OfSt叩r)ingTimeofCementE.P-
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諦8†ヨ 粒 髭 分 布 図

Fig.8.Distribution of Dust Size
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第9図 セメントダストの電子顕緻鏡写其
Fig･9･ElectroTMicro-Scopic Photograph cf

Cementr]Dust

(2)ダスト粒度ミ則走

コットレルの設計にはガス量､合塵量と共にダストの

一粒度分布を祈ることが必要であるが､今各ホッパ←の平

均粒皮を測定した結果を示すと第8囲の通りであり､粒

評 論 第35巻 第5号

度分布は40～110/∠に亘るが60～80〃のものが最も多

い｡倍参考までに第一セクションiこ於ける誠実ダストの

状態を電子顕微鏡で遺影したものを第9図に示す.｡

(3)キルンの焼出量

キルン′のJ 出量とコ=ソトレルのガス量とは不可分の関

係にあるので試験横行中は極力原料投入量を一定に保つ

ようにした｡参考までに第2表に煉出量を示す｡

第 2 表 ク リ ン カ ー 焼 出 量

Table2.Clinker Production During the Test

キルンllO時と11時i12時.13時.1亜寺.15埠16平均!石 炭

(4)ガス流量の測定

ガス流量の測定は日本機械学会標準 に 越して施行し

た｡但し入口側と出口側ほ別々に測定しこれを総合して

平均値を求め漏洩空気 を決定したが､その値は約3%

で大体良好である｡試敵中のガス流量の算定に必要なガ

ス密度は第3表のガス成分から算定した値を掟開した｡

筒ガス流量算定には次式を便開した｡

r=〔2g良
∂〝2

-●し一

273+7セ 760

喜子喜~●~戸訂=f〕1′′2×
レ1〃

~tキ

上記の式により平均流速(皿/sec〕が得られ､従って流

量0=γAx3,600m3/brとなる｡

但し ∂∽=マ′メ←タ液比重

∂0=ガス密度(gr/cc二)

7セ=ガス温度(つC〕

劫=大気圧〔mmHg二)

ぞ■
=煙道ガス静圧(mnHg)

ゐ
=マノメ←タ十動圧指示(刀nrnWG〕

γ勿2=平均流速(皿/sec)

m=測定点の動庄(m/sec)

A=煙道の有効断面積(m2〕

第 3 表 ガ ス 髄L藁:乃 び ガ ス密度蓑

〔出口煙道に於ける平均値)

Table3.Compcsition and Density of Flue Gas

COヱ

02

CO

N2

〔%)

(%)

(%〕

(%)

Pa大気圧

(mm/Hg〕

ガ
ぐ
ガ

ス温度
C

ス

)
密度

(gr/cc)

15.0

10.1

0

74.9

760

197.5

1.3798×10~3

15.2

10.4

0

74.4

760

219.0

14.3

10.1

0

75.6

76(l

198.0

1.3446×10-3

▼㍗r
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節 4 表1Ⅸ

測 定

率 試 験 記 掠

Tこble4.Test Data of the E伍ciency Tests

_

ヽ･､t､･

ガ ス

合 壁

耽

粂

単 10 1 11 1 12 ; 13 1 14

811

15 1 16

入けi二うl出 口l入〔左〕;出 口 入〔イ_■つ出 口 入(右〕.出 口

Rl整流

件 R二

;■50V, 26A,68mA,43.51(一Ⅴ

涜櫻 250V,20･5A,47t5mA

ガ ス 量 210,000m3/br,通風3mm水柱､大気圧760】工m日g

(5ノ)含堅量の測定

コットレルのガス入口と出口から同時にガスを吸引し

ガス中の徴露をダストチューブ内に捕饗し､清浄ガスは

ガスメータを通って排気し､ガスメータの読みと捕集さ

れた微塵の秤量値とから含塵密度を次式により算定し

た｡その

Wo=

某の-一例を示したのが第4表である｡

Iγ×103

273 fb+伽

三73 rJ乃 760

〔gγ/肋ヱ3)

l穐=NTPに換算されたガス1m3中の含塵量(gr)

ヴ =ガ■てメ←タで読んだ排気量

r∽=ガスメータで読んだ排気温度

fb=大気圧

ア椚=ガスメ←タで読んだ排気圧

Wr=ダスト貢量

･/･

(OC)

(mmHg)

(mmHg)

(gr)

舞10図

Fig.10.

荷電状態の 磁オ シ･ロ グ ラ ム

Oscillograms of Voltage and Current

at Charged State

(`〕電 気 試 験

気特性試験にほ電磁オシログラフ､ブラウン管オシ

ログラフ､501(Ⅴ静電々圧計､コロナ電圧計等を使用し

て各碍特性を測定Lた_一帯10図は電磁オシログラム第11

図ほブラウン管オシログラムの一例を示す｡第11図④は

整流電圧波形で最大亡仇C(二CVを示している｡⑬は整流

電流波形で最大3361TIAを示しており､いずれも整流状

態に異状ないことが判定される｡第12図④ほ高周波 流

計の指示と直流皿A計の読みとの関係を示したもの

で､低 圧の場合ほmA計指元値に比して高閲波電流計

の指示が特に大きいことが判る｡

㊤ 整流電 圧波 形

(珍 塵涜電流波形

第11図

Fig.11.

荷 状態のプラサン管オシーダラム

Brown Tube Osci1lograms of Voltage

and Current at Charged State
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第12図

国中Il =変圧器一次電流
Ⅰ2
=放電々流

IPl/2=高周波

｢リ ー′ザ J

S〃

〝 ガ 〟 47

1ag ←

気 三拝 性 曲 線

③ 一次電圧を変化した場合
(蓼 位相角を変化した場合

Fjg.12.Characteristic Curve

④ Primary Voltage Changed

@ Phase Angle Changed

〔A)

(mA)

流の平分畳(mA)

E
=実効電圧平均値 (1【Ⅴ)

IP,/Ⅰ2=放電々流に対する高周波 :流

(診図は移柏角度のずれに依る変化を示す｡

〔ⅠⅤ〕結 盲

の比

以上の諸試験の結果を綜合するとセメントダスト捕築

閏コットレルの放塵電極横として金網製版墨板を使用す

ることは理論的にも実験的にも何等の不都合がなく､過

→Iead

負荷時のガス混変の異常な上昇を考慮すると従前のモル

タル板製糖重電権を使用するものよりも､かえって安定

かつ良好な牧塵特性をもつことが知られる｡即ちこの牧

塵器ほ116%の 負荷試験に於七も良好な荷

定に保持されるので､収塵率97%の好舘漬を示してお

り､一日の牧塵量は約 33t に している｡今後さらに

10%ガス量が増加される予定であるが､この場合の牧靂

率は約96%と推定されるので実田上煙害問題を招致す

るような懸念はないと考えられる｡終りに臨みこの試験

の実施にあたり御懇切な御援助を戴いた讐城セメント四

倉工場並びに日立製作所日立工場コットレル研究室の方

々の御厚意に対し深甚なる 意を表する｡




